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研究成果の概要：20℃以上に調温した 0.3 mg/L の塩素を含む電解海水あるいは中圧紫外線処理
海水を用い、V. alginolyticus 優勢キートセロスを給餌しながら浄化すれば、カキが痩せるこ
となく、大腸菌、ノロウイルスおよび V. parahaemolyticus を排除できると考えられる。さら
に安全性を確保するために 2,000 気圧の高静水圧をかけて脱殻を行えば、安全性はより向上す
る。 
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１． 研究開始当初の背景 

現在、世界各地のカキで問題となっている

小型球形ウイルス(現在その多くはノロウイ

ルス；NV) および衛生細菌による食中毒の防

止に関連して、汚染カキの効果的な浄化法を

開発し、HACCP システムおよびトレーサビリ

ティーに則った安全・安心なカキの周年供給

を可能にする技術を開発する。 

 

 

２． 研究の目的 

本研究は安全・安心なカキを周年出荷する

ための研究であり、カキを食しての健康障害

のリスク評価を行い、リスクとして挙げられ

る初夏の貝毒と夏から秋にかけての腸炎ビ

ブリオ菌による食中毒および冬季の NV によ

る感染性胃腸炎を回避あるいは浄化する技

術の開発を目的とした。 

 

 
３．研究の方法 
(1) マガキを浄化する際に用いる電解海水



の牡蠣に対する影響を調査し、次いで飼育用
水の殺菌効果を NV と同じ科の培養可能なネ
コカリシウイルス；FCV を用いて試験した。
さらに海水中でのFCVの生存性を37, 25, 10, 
5℃で観察した 
 
（2) マガキ消化管内容物と FCV を混合して
FCV の感染価の変化を観察すると共に、カキ
の消化管内生菌数を測定し抗 FCV活性を有す
る細菌のスクリーニングを行った。 
 
（3) マガキ消化管ホモジナイズ液中での NV
代替 FCV の消長を，温度別に感染価測定法に
て観察した。 
 
（4) リアルタイム PCR による FCV ゲノムの
定量検出法を開発し，ウイルスゲノムを指標
とした NV および FCV の海水中における消長
を観察した。次いでカキの自動脱殻装置の温
度・圧力下における NV代替 FCV の生存性を，
感染価測定法にて観察し、高静水圧処理後の
FCV と NV のゲノム数の変化を観察した。 
 
（5) カキを食しての健康被害に関する NV以
外の危険要因に関するリスク評価を行い、そ
のリスクを下げる手法について検討した。 
 
 
４．研究成果 

（1) マガキを浄化する際に用いる電解海水

のカキに対する影響を調査した結果，塩素濃

度 0.2～0.3 mg/L ではカキの摂餌・排泄、外

套膜に影響は認められなかった。飼育用水の

殺菌効果を FCVを用いて試験したところ，FCV

は電解食塩水で 0.23 mg/L、電解海水で 0.41 

mg/L 濃度の残留塩素で不活化された。海水中

での FCV の生存性を 37, 25, 10, 5℃で観察

した結果，FCV は温度が高いほど不安定であ

り 10℃以下で安定であった。カキ硝化管内容

物と FCV を混合して FCV の感染価の変化を観

察した場合，FCV はカキ消化管内容物中で不

安定となるケースが観察され、この不活化に

細菌が関与していた。カキの消化管内生菌数

を測定し抗 FCV活性を有する細菌のスクリー

ニングを行ったところ，カキの消化管内容物

から分離した 310株の細菌の中から４株の抗

FCV 活性を有する細菌が分離された。抗 FCV

活性を示した代表株 Vibrio neptunisが産生

する抗ウイルス物質は、分子量 50～100 kDa

で 60℃10 分の加熱に安定であった。また V. 
neptunis は標準寒天培地 37℃培養で増殖し

なかった。 

 

（2) マガキ消化管ホモジナイズ液中での NV 

代替 FCV の消長を，温度別に感染価測定法に

て観察したところ，20℃以上において感染価

が有意に減少する様子が観察され，カキ個体

別に評価したところ，個体によって感染価の

減少率に差がみられた。海水中での FCV の消

長を観察結果，高圧滅菌処理海水中において

FCV はウイルス感染価の減少がみられた。リ

アルタイム PCR による FCV ゲノムの定量検出

法を開発し，ウイルスゲノムを指標とした NV

および FCVの海水中における消長を観察した

結果，両ウイルスゲノムの海水中での変動を

比較すると，NV のゲノムは FCV のゲノムより

も安定であった。高圧滅菌海水中に含まれる

不活化因子はウイルス粒子の表面構造に作

用するが、ウイルス粒子に内包されるウイル

ス RNA は分解に至らず，安定であることが示

唆された。 

 

（3) カキの自動脱殻装置の温度・圧力下に

おける FCV の生存性を，感染価測定法にて観

察したところ，800 気圧では 1桁程度，2,000

気圧ではほぼ検出限界以下まで減少し，加圧

が有用であることが明らかとなった。自動脱

殻装置の運転条件である 40℃・800 気圧・処

理時間 5 分間において，実用機を用いて FCV

の生存性を観察したところ，感染価は 2桁程

度減少し，実用機においても有用であること

が示された。しかし，リアルタイム PCR によ

り加圧処理後の FCVゲノムの定量検出を行っ

たところ，80～4000 気圧の各条件においてほ

ぼ一定の値を示し，不活化したウイルス粒子

も検出していることが明らかとなった。NV に

ついても同様に加圧処理し，NV ゲノムの定量

検出を行ったが，FCV 同様加圧処理後も一定

の値を示した。しかしながら，FCV は，800

気圧では 1桁程度，2000 気圧ではほぼ検出限

界以下まで感染価が減少していることから，

加圧処理は NV に対しても有効であると考え

られた。 

 

（4) カキを食しての健康被害に関する NV以

外の危険要因を検討し、そのリスクを下げる

手法について検討し、以下の成果を得た。カ

キの健康障害リスク評価では、初夏の貝毒と

夏から秋にかけての腸炎ビブリオによる食

中毒および冬季の NV による感染性胃腸炎が

あげられた。貝毒に関しては牡蠣の成熟期と

重なり、食味の関係からこの時期は食用に供

さないため HA から外れた。腸炎ビブリオ原

因菌は Vibrio 属の V. parahaemolyticus で

あり、カキの腸管内に存在する他の Vibrio
同様、殺菌海水での浄化は困難であった。し

かし V. parahaemolyticus は腸管内での V. 
alginolyticus と の 競 合 に 弱 く 、 V. 



alginolyticus 存在下では分離あるいは検出

できなくなる現象が明らかとなった。ところ

で、カキの生物餌料であるキートセロスの無

菌化が可能となり、従って、V. alginolyticus
優勢キートセロスを給餌しながら浄化すれ

ば カ キ が 痩 せ る こ と な く V. 
parahaemolyticus を排除できると考えられ

る。ただし，今後詳細に検討する必要がある。

V. parahaemolyticus も高静水圧に感受性が

あり、1,600 気圧以上で殺菌が可能であった。

加工場での HACCP の CCP 項目に導入すれば、

物理的処理により安全性が担保され、トレー

サビリティーの構築と相まって安心感の提

供が可能となる。 

以上、本研究で得られた成果を総合的に組
み合わせると、20℃以上に調温した 0.3 mg/L
の塩素を含む電解海水あるいは中圧紫外線
処理海水を用い、V. alginolyticus 優勢キー
トセロスを給餌しながら浄化すれば、牡蠣が
痩せることなく、大腸菌、ノロウイルスおよ
び V. parahaemolyticus を排除できると考え
る。さらに安全性を確保するために 2,000 気
圧の高静水圧をかけて脱殻を行えば、安全性
はより向上すると考える。 
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